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はじめに 
これまで、IPAT データだけを使用して SOP シリーズを利用されてきた方は、JRA-VAN

データの利用に戸惑いを感じる人がいるかもしれません。 

 

具体的なの操作方法を説明する前に、IPATデータとの比較をしておきます。 

IPATデータの場合は、手動受信の場合、本体の「 IPAT変換画面」でオッズを取得しまし

た。 

 JRA-VAN データの場合は、 OJVauto2」というソフトで手動受信を行うことになりま

す。 なお、いずれの場合も自動受信につきましては、独立したプログラムで取得できま

す。自動受信で取得していた方は、オッズの取得に関しては、ほとんど変わりません。 

手動受信は手数が多く面倒ですので、大原則として 自動受信での運用」をお奨めします。 

 

 自動受信または手動受信したオッズは、IPATデータの場合は、「 IPAT変換」画面で得

変換操作を行っていましたが、JRA-VAN データの場合は、 OJCOV22」というソフトで

変換を行います。 

ちなみに、変換後の操作は、 情報更新」→ 総合分析表を開く」→ アンバランス表

などを開く」という流れですが、こちらは、まったく同じです。 

 
 なお、 OJVauto2」というソフトは、もともとは、SOPとは無関係の独立した JRA-VAN

データ専用のオッズ分析ソフトでしたが、SOPとの連携ができるように 20年前に改修し

たという経緯があります。そのため、「 オッズ・出走表取得」 成績取得」以外にも多くの

機能があります。 

 OJVauto2自身にもアンバランス表やマトリックス表に似ている独自の分析ツールもあ

り、初めて利用される方は、「 SOP」が「 OJVauto2」になってしまって、アンバランス表

など分析表のデザインが大きく変わってしまったと誤解して困惑する人がいるかもしれ



ません。 

 けれども、 オッズ・出走表取得」 成績取得」以外の機能は、SOP とは関係なく、

OJVauto2 独自の機能です。また、この独自の機能については、フリーソフトとしてご活

用いただくことができますが、ノンサポートとなります「 独自の機能の説明はOJVauto2

ヘルプを参照してご利用ください）ので、ご了承ください。 

 分析ツールとしては、これまで通りに、SOP2024/2025 をご活用ください。受信変換以

外の操作方法は、JRA-VANデータ利用の場合でも、まったく同じです。 

 

 

 

 

【ご注意】 

 OJVauto2 は、SOP2024/2025DVD版、USB版に収録されていて、DVD「・USB 収録の

インストーラからインストールすることができますが、使用期限があります。 

 SOP2024 に収録のOJVauto2 及び、ホームページでご提供の特別DL版は、SOP2024

向けのツールですので、2025 年３月末までが使用期限です。以降は SOP2025 ユーザーの

みがご利用いただくことができます。SOP2025 に収録のOJVauto2 は、2026 年 3月末ま

で利用可能です。利用期限が過ぎると、メインレースだけが受信できる 試用版」となり

ます。 

 

 OJVauto2 をインストールすると、OJACOV22 自動的にもインストールされます。 

 

 

 OJVauto2、OJACOV22 は、JRA-VAN データ専用ソフトですので、まずは、JRA-VAN

サイトから データラボ会員」に登録し、 JJV-Link」という基本ソフトをインストール

する必要があります。 OJVauto2 のインストールは、その後で行ってください。 

 

 JRA-VAN データラボ会員」登録や JJV-Link」 基本ソフト）使用方法については、

新オッズ研究会ではサポートしていませんので、まずは下記サイトを閲覧し、疑問点があ

れば JRA-VANサポートデスクにお問い合わせください。 

 

 JRA-VAN データラボ）サイト＞＞https://jra-van.jp/dlb/ 

 JRA-VANサポートデスク 050-3538-8600 「 日 10時～17 時/開催 10時～16 時

30 分） JRA-VANサポートメール office＠jra-van.jp 

 

 



〇JV-Auto2 の起動方法  

 

 ※JV-Auto2 を初めて使う場合は、1回目だけは【ファイルから直接起動】の操作を 

行ってください。2回目以降は、SOP2024/2025 本体 ファイル～JRA-VAN～JV-Auto

起動にて、JV-Auto2 が立ち上がります。 

 

 PCの Windows」フォルダ内に ODDS-JV-Auto28」というフォルダがあります。 

 

 

 

 そのフォルダ内の OJVauto」というファイルを 管理者として実行」で起動してくだ

さい。 

 

 



 

これで、 JV-Auto2 が立ち上がります。 

 

 2 回目以降は、SOP2024/2025 のメニューから起動することができます。 

 

 

 IPAT データ利用の自動受信は、SOP2024/2025 のメニューなどから自動受信プログラ

ムをを起動させる必要がありましたが、JRA-VANデータ利用の自動受信プログラムは、 

JV-Auto2 を起動させると自動的に同時に起動します。馬券発売時間帯であれば、パラメ

ータが収録され、自動受信時間がセットされます。 

  

 

OJVAuto2 のメニューから オッズ自動受信」を選択 クリック）すると、自動受信が開

始されます。 

 

 

 

 



 ※競馬開催 以外であれば、 データなし」と表示されますが、エラー表示や不具合が

出たりすることはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【OJVAuto2 を起動させると、自動受信プログラムも自動で起動るように設定する方法】 

 

 OJVAuto2 の起動時に オッズ自動受信」も自動で起動させるためには、次の操作を行

います。Windows 管理ツールのタスクスケジューラを指定時間に起動させるときに、こ

の設定をしておく必要があります。 

 タスクバーの AT アイコンをクリックすると、OJVAutoRCV という画面が表示され

ます。 

 

 
 

 

 

 

  OJVAuto2 AutoRCV」のメニューの ファイル」～ オッズ自動受信パラメータ」

をクリックします。 

 

 



  取り込みパラメータの設定画面が表示されますので、右下の 自動開始」に☑を入れ、 

その下にある水色の SET」ボタンをクリックします。 

これで、次回の起動時から、OJVAuto2の起動と同時に、 自動受信プログラム」も起

動るようになります。 

 

 

 

 

 

 

【ご注意ください】 

  自動受信プログラム」稼動時は、2つの画面が表示されています。状況により一

方が隠れている場合もありますが、下記のように、PC画面下のタスクバーの自動受

信アイコン AT の文字がある馬アイコン）にマウスを近づけると、2 つの画面が表

示されていることが確認できます。 

 この 2つのファイルは、画面は 2つですが、プログラムとしては一体ですので、右側

の画面を閉じてしまうと、自動受信プログラムは終了し、左側のパラメータ運転状況の

表示も消え、自動受信そのものが終了してしまいます。そのため、自動受信中は、絶対

に右側の画面 OJVAuto2RCV）を閉じないでください。 



 

 

 

 万一誤って右側の画面を閉じてしまい、 自動受信」が終了してしまった場合は、再

度OJVAuto2 メイン画面上の ファイル」から オッズ自動受信」を選択して、 オッ

ズ自動受信プログラム」起動してください。 

 

 

 

 

 



〇自動受信したデータの変換方法 

 OJVAuto2 のメニューから オッズ自動受信」を選択 クリック）すると、自動受信

が開始されます。 

 

 

 ここでは、その自動受信したオッズを変換する方法を説明します。 

 ※手動受信については後ほど説明しますが、操作が簡便な自動受信での使用を推奨

します。 

 

 SOP2024/2025 のメニューから JV-Auto オッズ変換 JVACOV22）を起動させます。 

 

 

 

  

起動時の JV-Auto オッズ変換 JVACOV22）の画面はほとんど空白です。 

左上の 出走表」ボタンをクリックします。 

 



 

  出走表」ボタンをクリックすると D/Bへの移行処理」画面が表示されます。 

下記のように☑が入っていることを確認してから、右下の水色の 開始」ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

 



 

情報処理の終了メッセージが出たら、OKをクリックします。 

 

 

 右下の赤色の 閉じる」ボタンをクリックすると、JV-Auto オッズ変換 JVACOV22）

の画面が閉じられ、代わりに SOP2024/2025 の画面が表示されます。 

 

 

 

 SOP2024/2025 で 情報更新」を行ってください。 付が開催 になっていることを確

認してから、 処理開始」ボタンをクリックしてください。 

※当 の開催 とは異なる 付になっている場合は、変更してください。 

情報処理後の SOP2024/2025 操作は IPAT データと同じですので、まず総合分析表を開

いてから、アンバランス表などの分析ツールを開いてオッズ分析を行ってください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇成績 払戻金）の取得方法 

 成績 払戻金）はレース確定「 払戻金発表）後、10分後くらいには JRA-VANから取得

できます。出走頭数が多く着差が僅差の場合、時間を要し、少頭数で着差が明確な場合に

は早めにデータがアップされる傾向があります。 

 各レース確定後にタイムリーで取得することもできますが、特に急がない場合は、全レ

ース確定後 夏季等の特別番組編成期間以外は 16 時 50 分ごろ）にまとめて取得される

ことを推奨します。 

ここでは、まとめて取得する方法を説明します。 

 

 OJVAuto2「 の ファイル」- 速報-レース情報」をクリックします。 

成績情報が自動的に取得され、小画面で取得結果の詳細が表示されます。 

※すべて取得する場合も、開催時間中に適宜取得する場合も、操作は同じです。 

繰り返し、同じ情報を取得してもエラーにはなりませんので、安心してください。 

 

 



 つぎに、SOP2024/2025 のメニューから JV-Auto オッズ変換 JVACOV22）を起動さ

せます。 

 

 

 JVACOV22 が起動し、画面が表示されたら、成績欄のチェックボックスにすべて☑ 

を入れて、右側の確定オッズにも☑を入れてください。 

 ※参考ですが、終了オッズは、発売締切後、確定までの時間のオッズです。発売締切後

に出走取消馬 返還）が出た場合、終了オッズと確定オッズはまったく異なります。 

 続いて、右下の水色の 開始」ボタンをクリックすると、変換が開始されます。 

※※確定オッズは終了したレースの10～15分後くらいに対象レースのオッズを取得す

ると、馬券発売中のオッズと同じように入手できます。その後、この「 確定オッズ」にチ

ェック☑を入れてから変換操作を行います。 

 

 



〇手動受信の方法 

 OJVauto2 を起動し、メニュー左上の 出馬表」をクリックします。 

 

「  
 

  出馬表-レース選択」が表示されますので、 オッズ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



 「 速報オッズの取込」画面が表示されます。時系列単複枠、時系列馬連に☑が入ってい

る状態ですので、項目名にマウスを当てて右クリックしてクリアし、取得したいレースの

右側の単複枠□、馬連□、ワイド□、馬単□、3連複□、3連単□に☑を入れます。 

 

  

ここでは、例として、中京および京都の 10，11，12R の速報オッズを取得するための☑

を紹介します。☑がもれなく入っていることを確認したら。右下の水色の 開始」ボタン

をクリックします。 

 

 



 これは受信中の画面イメージです。 

 

 

 対象のレースすべてのオッズ取得が終わると、終了を告げるメッセージが表示されます 

のでOKボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 



 閉じる」ボタンをクリックすると、OVACOV22 の画面が消えて、代わりに

SOP2024/2025 の画面が出てきますので、 情報更新」画面の 付を確認のうえ、 処理開

始」ボタンをクリックして、 情報更新」操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇パラメータの変更方法 

パラメータは、新オッズ研究会が毎週実践で使用しているものと同じパラメータを標準

で収録しています。基本的には、収録のパラメータは変更せずにそのままご利用いただく

ことをお奨めます。 

どうしても、ご自身で自動受信の設定を変更したい場合は、次の 2つの方法のいずれか

で変更してください。パラメータ設定について、個別の指導は行っておりませんが、有償

でパラメータファイルの作成代行を行っておりますので、ご相談ください。 

 

 ご注意）変更作業は、「 自動受信プログラム」の稼働時間中には行わないでください。

競馬のない日 に行うことを推奨します。 

 

【方法その 1】 

 OJVAuto2 「 ファイル」-「 オッズ自動受信」を選択すると、「 OJVAuto2 AutoRCV」

画面が表示されます。 

 

 

 



 OJVAuto2 AutoRCV」のメニューから オッズ自動受信パラメータ」を選択します。 

 

 

 

  オッズ自動受信パラメータ設定」画面が表示されます。 

 上半分が時刻を具体的に指定するタイプの設定、下半分が 1 時間前、30 分前などとし

て時間指定するタイプの設定となっています。 

 

 

 

 

 

 



 それぞれの設定画面をスクロールすると、未記載の場所がありますので、そこに時間を

追加することが可能です。 

現在の設定を変更する場合は、マウスを該当箇所に当ててクリックすれば変更可能で

す。 

 

 

 

  

変更後に セット」ボタンを押すことを忘れないでください。 

 

 

 



設定項目の説明や詳細な方法については、OJVAuto2 ヘルプを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【方法その 2】 

 これは、パラメータファイルを直接エディタ、メモ帳等で編集する方法です。手っ取り

早く変更できるというメリットがありますが、1文字でも記述を間違えると不具合を起こ

しますので、パソコン操作に慣れた方向けです。 

パラメータファイル編集はあくまで自己責任で行ってください。また、万一に備え、修

正前のパラメータファイルはファイル名を変えて保存しておくことをお奨めします。 

 

 パラメータファイルは、 ODDS-JV-Auto28」フォルダの System」フォルダの中にあ

ります。 

 

 



 パラメータファイルを開くと、末尾に「 明細記述規則」が記載されていますので、こち

らを参考に、編集してください。 
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